









― 639 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２２０８０  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            工学研究科環境・エネルギー工学専攻 
学 位 論 文 名  高速実験炉「常陽」の炉心管理及び照射場特性評価法の高度化に関する 
            研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 竹田 敏一 
            （副査） 
            教 授 堀池  寛  教 授 山口  彰  准教授 山本 敏久 
論 文 内 容 の 要 旨 


















合体を装荷することにより、年間 20％を超える高い LLFP 核変換率を得る照射場を創出できることを見出した。 
 第７章では、FBR におけるマイナーアクチニド（MA）含有 MOX 燃料の挙動と燃焼特性を明らかにし、FBR サイ
クル実用化と MA リサイクル技術の確立に向けた燃料設計基準の整備と設計手法の高度化を図るため、我が国で初め
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速用集合体を装荷することにより、年間 20％を超える高い LLFP 核変換率を得る照射場を創出できることが示され
ている。 
 第７章では、FBR におけるマイナーアクチニド（MA）含有 MOX 燃料の挙動と燃焼特性を明らかにし、FBR サイ
クル実用化と MA リサイクル技術の確立に向けた燃料設計基準の整備と設計手法の高度化を図るため、我が国で初め
て「常陽」及び照射後試験施設で実施した MA を含有する MOX 燃料の一連の照射試験について述べられ、試験条件
で重要となる線出力密度の評価結果により炉心管理とドシメトリー手法の妥当性が示されている。第８章で総括され
ている。 
 第８章で本研究論文が総括され、今後の展望が述べられている。 
 本研究成果は、今後の我が国の高速増殖炉開発に大いに資するものと認められる。よって、本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。 
